
プログラム一覧 

 その他、施設や地域の集いの場への訪問先調整や、ご希望の講話・体験があればご相談ください。 

できる限りのお手伝いをさせていただきます。 

※印のプログラムについては、講師謝金が必要な場合があります。 

どなたでもお申込みいただけます。受講者に応じて内容を変更します。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ふくし」について楽しく学び、心に残る出前講座を提供します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジャンル  タイトル 講師 所要時間 

全般 ★導入 ふくしってなんだろう 社会福祉協議会職員 １コマ 

高齢 

★導入 としをとるってどんなこと？ 社会福祉協議会職員 １コマ 

☆展開 車イス体験 社会福祉協議会職員 ２コマ 

☆展開 高齢者疑似体験 社会福祉協議会職員 2 コマ 

☆展開 認知症サポーター養成講座 市役所 介護高齢課 様 2 コマ 

障がい 

★導入 障がい理解 社会福祉協議会職員 １コマ 

☆展開 見えない世界の体験 社会福祉協議会職員 2 コマ 

☆展開 手話体験           ※ 柏崎地域手話サークル等連絡協議会 様 ２コマ 

☆展開 視 覚 障 が い 者 と 盲 導 犬 と の 生 活  ※ 小川 孝幸      様 2 コマ 

ボ ラ ン テ ィ ア 

★導入 ボランティアをはじめよう 社会福祉協議会職員 １コマ 

☆展開 点字体験           ※ 柏崎点訳奉仕会    様 ２コマ 

☆展開 音声訳体験          ※ 柏崎音訳の会     様 ２コマ 

全般 
☆展開 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン っ て な ん だ ろ う 社会福祉協議会職員 ２コマ 

まとめ 理想のまちを考えよう 社会福祉協議会職員 1 コマ 

 

福祉教育推進プログラム 

 

社会福祉法人 柏崎市社会福祉協議会 

社会福祉法人柏崎市社会福祉協議会とは 

昭和２８年５月、公私の福祉関係者により、地域福祉を推進する機関として設立されました。職員

数は約２５０名。介護福祉士、社会福祉士、看護師など介護、福祉、医療に関する専門職を多数配置

し、全ての人がその人らしく暮らせる福祉のまちづくりを進めています。 

事業内容は、住民相互の支え合い活動の推進、ボランティアセンターの運営、判断能力が不十分と

なった方の財産管理等の支援、通所介護や訪問介護など各種在宅福祉サービス事業、障がいをお持ち

の方の就労支援事業等を展開しています。柏崎市から公的施設の指定管理や各種福祉事業を受託して

いるほか、福祉関係団体の事務も受託しています。 

問合せ先：社会福祉法人 柏崎市社会福祉協議会 地域福祉課 地域福祉係 

           〒945-0045 柏崎市豊町 3-59 ☎：0257-22-1411 

令和 5 年 4 月作成 

令和７年４月改定 

出典元：社会福祉法人全国社会福祉協議会 

1 コマ：小学校 45 分中高校 50 分 

 

 

福祉教育サポーター 

を募集しています。 

※ご協力いただける方は上記まで 

ご連絡ください。 

 



提供までの流れ 

 

活用方法 

小・中学校、高等学校での総合的な学習の時間や、コミュニティセンター、町内会の  

集まりなどでご活用いただけます。 

 

～推奨する活用方法～ 

★導 入 … 「ふくし」とは何かを考え、障がいや年齢にかかわらず、自分にも関係の

あることを学びます。 

☆展 開 …   分野別に学びを深め、さらに体験活動等を組み合わせることでより深い

学びにつなげるとともに、子どもたちの記憶に残るプログラムを提供し

ます。 

発 展 …   学んだことを実践する場を相談・調整します。 

まとめ …   今までの学びを活かしてアクションプランを作成します。  

 

 

 

 

内容が決ま

りましたら、

「申込書」に

必要事項を記

入の上、ご提

出ください。 

実施予定日の 1 か月前ま

でにお電話等でご連絡くだ

さい。 

担当職員が出向き、日時

や会場、希望するプログラ

ムの詳細等について、打合

せを行います。 

2 週間前 １ヶ月前まで 後日 

打合せの内容をもとに

プログラム案や学習シー

トを作成し、メール等で

送付します。 

授業終了後、「ふりか

えりシート」をご提出く

ださい。 

1週間前～当日 

授 業 の 振 返

り を 通 し て、

取 組 の 相 互評

価 を 行 い ま

す。 

 

 

 

 

 

 

ふくしとは、「ふだんのくらしのしあわせ」特別なものではなく、自分にも関係 学校と地域のつなぎ役として、学んだことの実践の場を調整します。 

（特別養護老人ホーム、グループホーム、デイサービスセンター、地域の集いの場（ふれあ

いサロン）、コツコツ貯筋体操 など） 

① 導入：ふくしってなんだろう？ ③発展：学んだことを実践してみよう 

 

・車いす体験 

・高齢者疑似体験 

 

 

 

 

・見えない世界の体験 

・手話体験 

・盲導犬との生活 

 

 

 

・点字体験 

・音声訳体験 

 

 

 

今までの学習を振り返り、自分たちの住む地域の現状を調べ、「みんながふだんのくらし

をしあわせにすごせるまち」とはどんなまちか。どのようなまちに住みたいかを考え、今自

分たちにできること（アクションプラン）を作成します。 

高齢 ボランティア 

授業の流れ（例） 

④まとめ ：次の行動へ   
障がい 

②展開：各分野の学びを深めよう 

～学習プログラム例～ 

のある、とても身近なものであることを伝えます。自分や家族にとっての「しあわせ

」について見つめ、そこから周りの「しあわせ」へと考える範囲を広げていきます。 

 


